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～自然災害への対策を比較・分類することで，防災や減災について考えをまとめる活動～ 

１．小単元名『自然災害とともに生きる』 

（教科書：『小学社会５下』p.40～47／学習指導要領：内容（１）エ） 

 

２．小単元の目標 

   日本では様々な自然災害が起こり，それらは国土の自然の特色と関わっていることを理解すると

ともに，災害から暮らしを守るための様々な取り組みについて調べ，自分たちにもできる取り組み

について考えさせる。 

 

３．小単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

自然災害から暮らし

を守るためにどのよう

な取り組みや工夫がな

されているのか，意欲

的に調べようとしてい

る。 

 自然災害から暮らし

を守るために，地域で協

力してできることや自

分にできることについ

て，調べたことをもとに

考え，表現している。 

 日本で起こる自然災

害と，災害から暮らしを

守るための取り組みに

ついて，様々な資料から

適切に読み取り，わかっ

たことをノートなどに

整理している。 

日本では様々な自然災

害が発生し，それらの発

生は国土の自然の特色と

関係があることを理解し

ている。また，災害から

暮らしを守るために，

様々な公共事業や地域で

の協力をもとにした活動

が行われていることや，

防災だけでなく減災の考

え方も大切であることを

理解している。 

 

４．指導にあたって 

（１）教材について 

わが国は，地震や津波などの自然災害が頻繁に起きる国土であり，古くから人々の生活と自然災

害とが密接に関連している。そして，今後も大規模な地震の発生が懸念されているのが現状である。

本小単元では，わが国の国土では自然災害が起こりやすいことや，それらの自然災害に対して，国

や都道府県などが様々な対策や事業を進めていることを調べ，自然災害の防止と国民生活との関わ

りについて学習する。そして，国民一人ひとりの防災意識を高めることの大切さに気づかせるよう

にする。なお，なんらかの災害で被災した地域や，被災者のいる地域や学級では，実情に応じた教

材の扱いが必要となる。 

 

（２）指導上の工夫・留意点 

   本小単元の導入では，わが国で過去に起きた自然災害について調べる。その際には，国土の地形

や気候についての学習を振り返り，自然条件の特色と自然災害を関連付けて考えさせるようにする。

 

 

 

つかむ 

 

 

 

調べる 

 

 

 

まとめる 

 

 

 

深める 
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また，自然災害の被害の様子をつかむ資料として，東日本大震災の事例を取り上げることも考えら

れる。このように，先の震災から学ぶことは有意義であるが，被災の様子を伝える資料の扱いにつ

いては，子どもの心に与える影響にも配慮しなければならない。 

そして，国や都道府県が進めている防災のための対策や事業について調べる。その際には，堤防

の整備，ハザードマップの作成などの具体例を取り上げたり，自分たちの地域の取り組みについて

触れたりして，児童が実感を伴って調べられるようにしたい。 

最後に，自然災害を防ぐためには，国や都道府県の対策や事業，地域による取り組みだけでなく，

自分自身の防災意識を高め，自分の身は自分で守れるようにすることが大切であり，それが「防災・

減災」につながるということを考えさせるようにしたい。 

 

５．小単元の指導（総時数５時間） 

時数 ねらい ○学習活動 

②
（
つ
か
む
） 

日本で起こった自然災害を調べること

を通して，自然災害と国土の自然環境との

関係について考えるとともに，自然災害か

ら暮らしを守るための取り組みについて，

調べていく見通しをもてるようにする。 

○日本の自然災害について，様々な資料をもとに調

べ，自然災害と国土の自然環境との関係について

話し合う。 

○自然災害から暮らしを守るための取り組みにつ

いて調べる学習問題をつくる。 

①
（
調
べ
る
） 

自然災害から暮らしを守るために，国や

都道府県などが，施設の建設や避難場所の

決定・周知といった様々な公共事業に取り

組んでいることを理解できるようにする。 

○自然災害から暮らしを守るための国や都道府県

などの取り組みについて，各種資料から調べて発

表し合い，自分たちの地域での取り組みについて

も話し合う。 

①
（
調
べ
る
） 

自然災害から暮らしを守るために，「減

災」の考え方が広まっていることを捉え

る。 

○災害から暮らしを守るために，地域で協力してで

きることや自分にできることについて，具体的な

資料を通して考え，話し合う。 

①
（
ま
と
め
る
） 

防災や減災の取り組みと自分たちとの

関わりについてまとめるとともに，自然災

害から暮らしを守るために，地域で協力し

てできることや自分にできることを考え

られるようにする。 

○これまで学習してきた災害への対策を図に整理

してまとめ，災害から暮らしを守るために，地域

で協力してできることや自分にできることにつ

いて考える。 

 

６．本時の指導（第５／５時） 

（１）本時のねらい 

   防災や減災の取り組みと自分たちとの関わりについてまとめるとともに，自然災害から暮らしを

守るために，地域で協力してできることや自分にできることを考えられるようにする。 

 

（２）本時における考え合い表現し合う活動と指導の留意点 

本時は，わが国の自然災害や，それらに対する国や都道府県の対策や事業について，今までの学
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習をまとめると同時に，「自助・共助・公助」がそれぞれ関連し合って「防災・減災」につながって

いることや，国民一人ひとりの防災意識を高める必要があることに気づかせる時間である。まず，

単元の学習問題やこれまでの学習について振り返り，本時の活動への見通しをもつ。次に，ベン図

を活用して，自然災害への対策を「自助」「共助」「公助」に分類しながらまとめる。そして，ベン

図の中心にふさわしい内容を考え，表現し合うことで，「自助・共助・公助」と「防災・減災」との

関係に迫っていく。この活動では，ベン図の中心にふさわしいキーワードや，そのキーワードを選

んだ理由を一緒に表現させるようにする。最後に，各自で学習問題のこたえや感じたことをまとめ，

自分たちの防災意識を高める必要があることにも触れられるようにする。 

    

（３）本時の展開 

時配 ○学習活動 T：発問 C：児童の反応 ◎資料 ◇留意点 ◆評価 

3 
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○前時までに進めてきた学習について振り返る。 

T：どのような学習問題のもとで，学習を進めてきました

か。 

 

 

 

 

T：どのような予想を立てて，学習を進めてきましたか。 

C：避難訓練を実施していると考えました。 

C：国や県でも，何か取り組んでいると予想しました。 

C：誰が，どのような取り組みをしているか調べました。 

○本時の学習の見通しをもつ。 

T：今日は，学習問題のこたえを考えます。それを考えや

すくするために，図を使います。 

C：どのような図を描けばいいですか。 

T：様々な災害をイメージしながら，これまでに学習した

対策を書き出してください。その対策を，前時に学習し

た「自助」「共助」「公助」の三つに分けます。図の中心

の重なっている部分は，後で話し合って考えましょう。 

◇本時は，学習問題のこたえをま

とめる時間であることを意識さ

せるために，学習問題や，本時

までの学習の流れを振り返るよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

◎ベン図 

◇本時のまとめ方について，実際

のベン図を見せながら説明し

て，学習の見通しがもてるよう

にする。 

10 

 

 

 

○自然災害への対策をベン図にまとめる。 

T：様々な自然災害への対策を，ベン図に分類しながらま

とめましょう。 

C：国や都道府県が，避難タワーを建設している。 

◎ベン図 

 

 

 

学習問題 

自然災害からくらしを守るために，どのような取り組

みが行われているのだろう。 

共助 

自助 

公助 

（例） 
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C：県や市が，防災マップをつくっている。 

C：地域で協力して，防災マップをつくっている人たちも

いる。 

C：地域で防災訓練が行われている。 

C：私たちも，地域の防災訓練に参加することができる。 

C：災害時に必要なものを用意しておくこともできる。 

○ベン図の中心（「自助」「共助」「公助」が重なっている部

分）にふさわしい言葉を考え，話し合う。 

T：いくつか対策を出して，分類することもできました。

それでは，円が重なった中心の部分には，どのような言

葉がふさわしいですか。グループで話し合って，重なっ

た部分に，タイトルをつけましょう。 

C：ぼくは「防災」がいいと思います。自助や公助，共助

の全てがそろって，防災になると思ったからです。 

C：私は，「減災」がふさわしいと思います。理由は，それ

ぞれの活動が行われることで，減災につながると思った

からです。 

T：話し合ったタイトルを発表してください。 

C：ぼくたちのグループでは「防災」がふさわしいという

ことになりました。防災には，自助の取り組みも，共助，

公助の取り組みも含まれていると思ったからです。 

◇いくつかの対策を分類し，まと

められた児童には，図の中心に

ふさわしいタイトルを考えさせ

るようにする。 

 

 

 

◇ベン図から，「防災・減災」のた

めには，「自助・共助・公助」の

それぞれが必要であることを捉

えさせるようにする。 

 

 

 

 

◆自然災害から暮らしを守るため

の取り組みについて，調べたこ

とや自分にできることを図にま

とめ，自分の考えを表現してい

る。 

（思・判・表／ベン図，ノート） 
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○学習問題のこたえを考え，まとめる。 

T：本時の課題は，学習問題のこたえを考えることでした。

それでは，ベン図や友達の考えを参考にして，まとめて

いきましょう。 

 

 

 

 

 

 

T：最後に，学習を通して，考えたことや感じたことの振

り返りをしましょう。 

C：防災や減災のためには，自助も大切だから，自分も訓

練などに参加して，備えなければいけないと思った。 

C：自分や家族のことも考え，災害が起きたときに，自分

にもできることを考えておこうと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自然災害に備えるうえで大事な

ことを振り返り，自分にできる

防災や減災の取り組みについて

考えようとしている。 

（関・意・態／ノート） 

 

学習問題のこたえ 

（自然災害からくらしを守るために，）国や県が避難

タワーや堤防をつくったり，地域の人たちが一緒に避

難訓練などをしたりして，防災や減災の取り組みが行

われている。 


